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ここでは、「国民すべてのスポーツ権を保障する社会構築」を大命題とし、それに基づく生涯スポーツ社会を実

現するための施策立案や現状施策の課題、そして、適切な環境構築への提言をすることを最終目的とします。あ

らゆるライフステージにおける運動・スポーツ参加を促進するための施策立案に少しでも役立つものとなれば良

いと考えています。本企画は複数年に渡って実施する予定であり、初年度の2021年度は、様々な世代や対象者の

運動・スポーツ参加の状況を共有し、施策や環境上の問題点、および、今後求められる施策などについて議論し

たいと思います。とりわけ、運動・スポーツ参加の減少が社会問題化している若年世代、そして、現状の政策等

では不十分であると思われる中年世代や女性を対象とし、3名のシンポジストにその現状と課題について提起いた

だきます。各シンポジストからの提言を踏まえ、フロアの皆様と国民のスポーツ参加率が少しでも向上するよう

な方策について議論したいと思います。その上で、今後の施策立案やそのために求められるエビデンスの収集に

つながるような議論を行うことを目指します。
 

 

3:30 PM - 4:10 PM
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中年世代の運動・スポーツ参加に関する現状は、スポーツ庁の「スポーツの実施状況等に関する世論調査」や厚

生労働省の「国民健康・栄養調査」によって調査されています。また、中年世代を対象に含めた運動・スポーツ

に関する政策は、文部科学省/スポーツ庁の「スポーツ基本計画」や厚生労働省の「健康づくりのための身体活動

指針（アクティブガイド）」が存在します。そして、両方とも改定作業が進められており、近い将来改定される

予定になっています。本シンポジウムでは、中年世代の運動・スポーツ参加に関する現状と課題をみなさまと一

緒に確認させていただいた後、「スポーツ基本計画」や「健康づくりのための身体活動指針（アクティブガイ

ド）」の概要や改定の状況をご紹介させていただきます。そして、これらの政策の科学的根拠（エビデンス）と

なっている、運動やスポーツが中年世代の人々の健康や幸せ・元気におよぼす影響を調査した研究を紹介させて

いただきます。そして、中年世代の運動・スポーツ参加に関する課題を解決する方法や課題解決に向けた考え方

についてみなさまと意見交換させていただきたいと考えています。


